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　Department of Architecture, Faculty of Engineering, Hosei University, is a department with a history of 
more than 50 years. Department of Architecture, Faculty of Engineering, but the former had been installed 
on the campus in Koganei, I've been moved to Shinjuku Tamachi in 2007. Transportation has been improved 
dramatically new Tamachi campus will be the heart of the city.However, I did not meet any of the functions 
required for the Department of Architecture. There is no laboratory or studio room and drawing room of the 
structure, for example. Once again to create a model space is narrow.
This time, a little better these problems, we will continue to plan envisions a university that has a rich 
environment that allows making things.
1. はじめに
法政大学工学部建築学科は 50 年以上の歴史を持つ学科で
ある。旧工学部建築学科は小金井にキャンパスに設置さ
れていたのだが、2007 年に新宿区田町へと移動してきた。
新しい田町キャンパスは都心の中心部となり交通手段が
劇的に改善された。
しかし、建築学科に必要な機能を全く満たしていなかっ
た。例えば構造の実験室や工房室や製図室がなく。また
また模型をつくるスペースが狭い。
今回、これらの問題点を少しでも改善し、豊かなモノづ
くりが出来る環境をもった大学を構想し計画していく。
4. 空間構成
建築の内部にペリスタイルと呼ぶ、界隈性のある外部空
2. 市ヶ谷の歴史
江戸時代、外濠周辺には大名屋敷がいくつか存在してい
た。討幕されると同時に大名はそれぞれの国に帰り、巨
大な屋敷が残った。明治時代に入り「富国強兵」をスロー
ガンに日本が近代国家を目指すために必要だったのが軍
隊の強化と国民の教育であった。そこで残った大名屋敷
が軍事・教育施設へと転用されていった。関東大震災を
きっかけに軍事産業は撤退していった。その代わりとし
て、私学や商業が入り込み、以前の市ヶ谷とは別の街並
みに変化していった。
3. 設計手法
本来、ヨーロッパ中世で生まれた大学という学び舎は固
有の空間をもってはいなかった。大学の原点となる空間
とは教師と学生が知的時間を共有するだけのものであっ
て教会や貸部屋や街中の広場で行われていた。逆説的に
考えて、ちょっとした階段や廊下でも学びの場となるの
である。従来さんざんつくられてきた空間構成を引き継
ぎつつも、法政大学デザイン工学部建築学科にふさわし
い提案は何ができるかを考えた。
そこで今回、原点となる大学の思想と外濠から伸びてい
る坂を建築内部に引き込み大学の場所性を考えながら構
想を広げていった。(図 2)
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間を導入する。その結果、三角形型の　抜き取り、様々
な大きさの教室がペリスタイルを介してお互い見合う、
デザイン工学部建築学科でしか生まれない関係を生み出
そうと考えた。それを反映して教室棟の三角形の床を外
部の坂道に合わせスラブの高さをずらしていく。ずらし
ていくことで異なる性格をもつ場所による上下階を認識
させ、大学特有の多様な単位の人のあつまりを表出する
空間をつくろうと考えた。(図 2)
5. 配置計画
空間の構成や周囲の動線により中央の坂と、内部の階段
＝ペリスタイルを構成が保ちつつ敷地の中央の坂を残し
二つの街路をつなげる。その結果、都市的な人があつま
る外部の場をもたせるイメージをもった配置計画を考え
た。
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